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グラフ再構築問題

提案アルゴリズム
二部置換グラフのランダム生成と列挙

[斎藤，大舘，山中，上原，2010]

ランダム生成アルゴリズム
•入力：自然数 n

•出力：n頂点の連結な二部置換グラフ
一様ランダムに生成(同型性を考慮)

数え上げを利用
O(n+m)時間

列挙アルゴリズム
•入力：自然数 n

•出力：n頂点の連結な二部置換グラフを列挙
漏れなく、重複なく（同型性を考慮）
逆探索法[D. Avis and K. Fukuda, 96]を利用
1つあたりO(1)時間

グラフG=(V, E)のDeck: グラフの多重集合{G-v | v∈V}

グラフの多重集合DのPreimage: DをDeckとするグラフ

定義

入力：n-1頂点のn個のグラフD

質問：DをDeckとするPreimageは存在するか?

グラフ再構築問題
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入力：D

グラフ再構築予想[1957年]

n-1頂点のグラフがn個与えられたとき(n≧3)，
それをDeckとするPreimageは高々一つ

未解決問題！
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ランダム生成（数え上げ）・列挙グラフ同型性判定問題

入力：2つのグラフG=(V, E) と H=(V’, E’)

質問：グラフGとHは同型か？

⇔ 次を満たす全単射写像 f : V→V’が存在するか？

(v, w)∈E ⇔ (f(v), f(w))∈E’

同型性判定問題
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区間グラフ
•各頂点は数直線上の区間と対応
•2頂点間に辺がある Ҟ 対応する2つの区間に重なりがある
•応用：スケジューリング，バイオインフォマティクスなど

グラフが幾何的な特徴を持つと効率よく解けることがある
例：区間グラフ，置換グラフなど
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関連問題
グラフのランダム生成・列挙，グラフ再構築問題，
部分グラフ同型性判定問題，など
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•計算機で扱う多くの問題はグラフ上の問題として定式化できる
•計算量理論上難しいグラフ上の問題がいくつも存在
彩色問題、ハミルトン閉路問題、など
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n頂点のすべての区間グラフを
表現するBDDの構築

•論理変数ei, j を用意(1≦i<j≦n)

•論理関数 F
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区間グラフ
区間グラフではない

例：n=5


